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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

  当第３四半期累計期間におけるわが国の経済は、政府の経済政策を背景に雇用・所得環境が改善するなど、景

気は緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、米国大統領選挙の影響による株式・為替の変動な

ど、先行きは不透明な状況が続いております。

 当社の主要顧客である流通業界におきましては、個人消費者の節約志向・選別消費の傾向が一層強まり、その

対応として店舗・設備投資とともにIT投資意欲に改善傾向が見られるものの、当情報サービス業界におきまして

は、業界内での競争がより激しくなっております。

 このような状況下、当社におきましては、「流通システムプランナーとして経営の合理化・戦略化に資するシ

ステムを提供し、お客様の繁栄に貢献する」を経営理念とし、従業員へのテクニカルスキル及びヒューマンスキ

ルの向上を目的とした社員教育への短期及び中長期的な投資を積極的に行いました。

 また、既存顧客の満足度向上及び新規顧客の開拓のため、当社の強みである直販・自社開発を活かしお客様か

ら直接ご要望を伺い、開発したオリジナルのパッケージ・ソフトウェアである卸売業者様向けの「GROWBSシリー

ズ」のリニューアルや小売業者様向けの「CHAINSシリーズ」のパッケージ強化に向けた研究・開発投資を積極的

に行い、流通業に特化するという特長を活かし他社との差別化を図っております。

 そのほか、抜本的に見直したプロジェクトマネジメントの仕組が各プロジェクトに浸透してきた結果、各プロ

ジェクトのより効率的な運営を行うことができました。

 このような結果、当第３四半期累計期間の売上高は、ソフトウェア開発の技術者をパッケージ・ソフトウェア

の研究・開発に投入したことにより減少し７億95百万円（前年同期比87.0％）となりました。利益面では、当社

パッケージ・ソフトウェア製品の研究開発に引続き高水準の投資をいたしましたが、プロジェクトマネジメント

の改善による各プロジェクトの利益率が改善されたことにより、営業利益は24百万円（前年同期比 67.8％）、経

常利益は31百万円（前年同期比 67.2％）、四半期純利益は33百万円（前年同期比 87.1％）となりました。

 

 

（２）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年11月２日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表しました、通期の業績予想に変更はございま

せん。

 

２．サマリー情報（注記情報）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、当第３四半期累計期間において、四半期財務諸表への影響額はありません。

（２）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期会計期間から適用しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 255,592 161,634 

受取手形及び売掛金 257,535 202,373 

商品及び製品 6,517 1,452 

仕掛品 13,526 37,666 

その他 96,804 79,678 

流動資産合計 629,975 482,806 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 73,752 68,748 

土地 165,110 165,110 

その他（純額） 48,891 52,280 

有形固定資産合計 287,753 286,139 

無形固定資産 34,736 57,142 

投資その他の資産    

投資有価証券 282,784 289,277 

その他 14,480 14,520 

投資その他の資産合計 297,264 303,797 

固定資産合計 619,754 647,079 

資産合計 1,249,730 1,129,886 

負債の部    

流動負債    

買掛金 74,000 50,447 

1年内返済予定の長期借入金 13,008 10,216 

未払法人税等 23,517 495 

賞与引当金 60,263 25,070 

その他の引当金 2,696 － 

その他 182,362 135,601 

流動負債合計 355,848 221,830 

固定負債    

長期借入金 6,464 － 

長期未払金 1,050 490 

その他 56,845 57,133 

固定負債合計 64,359 57,623 

負債合計 420,208 279,453 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 302,000 302,000 

資本剰余金 106,146 106,146 

利益剰余金 383,437 396,468 

自己株式 △3,075 △3,075 

株主資本合計 788,508 801,539 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 41,013 48,892 

評価・換算差額等合計 41,013 48,892 

純資産合計 829,521 850,432 

負債純資産合計 1,249,730 1,129,886 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 914,479 795,213 

売上原価 603,369 525,580 

売上総利益 311,110 269,633 

販売費及び一般管理費 275,611 245,558 

営業利益 35,498 24,075 

営業外収益    

受取利息 119 12 

受取配当金 6,772 6,520 

その他 5,321 1,721 

営業外収益合計 12,213 8,254 

営業外費用    

支払利息 391 232 

その他 113 380 

営業外費用合計 505 613 

経常利益 47,206 31,716 

特別利益    

投資有価証券売却益 13,780 22,286 

特別利益合計 13,780 22,286 

特別損失    

減損損失 179 － 

固定資産除却損 25 － 

投資有価証券売却損 － 44 

特別損失合計 204 44 

税引前四半期純利益 60,782 53,959 

法人税、住民税及び事業税 1,075 3,107 

法人税等調整額 20,762 16,927 

法人税等合計 21,837 20,035 

四半期純利益 38,945 33,924 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（重要な後発事象）

Ⅰ 投資有価証券の売却

 平成29年１月に、保有する投資有価証券の一部売却（上場有価証券6銘柄）を売却いたしました。これに伴い、

平成29年３月期の第４四半期会計期間に22,101千円の投資有価証券売却益を特別利益として計上いたします。

 

Ⅱ 減損損失

 平成29年２月６日開催の取締役会において、当社が所有する本社社屋に隣接する土地について、用途を賃貸駐車

場用地に変更することを決議いたしました。これに伴い、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、減損損失

を計上する見込みとなりました。

 １．内容

  （１）所在地：名古屋市熱田区三番町2130番

  （２）面 積：102.47㎡

 

 ２．当該事象の損益に与える影響額

  上記により、平成29年３月期において固定資産の減損損失を見込んでおりますが、詳細は精査中であります。
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